
金
滞
古
蹟
志
品
哲
三

八

明 貧 波

候申

十

来廿四る謹言々。

き候持之せ喜。 以
明 質 波

五

候

書御支今

ぜれ以ら

お
の
書
簡
共
も
寛
永
八
年
の
翠
容
に
て
‘
此
の
時
殿
闘
再
治
は
ニ
，

丸
の
地
に
縛
ぜ
ら
れ
度
皆
.
幕
府
へ
伺
ひ
に
相
成
る
と
い
へ
ど
も
、

火
災
に
付
き
本
丸
の
地
に
於
て
地
鎮
祭
を
命
ぜ
ら
れ
し
と
聞
ゆ
。
波

着
寺
以
下
三
ヶ
寺
共
に
民
言
借
に
て
、
波
渚
寺
・
質
艦
寺
は
利
家
卿

越
前
府
中
在
披
以
来
の
新
総
借
、
明
王
院
は
利
長
卿
の
新
勝
備
也
。

O
本

丸

附

段

本
丸
の
登
り
口
に
て
、
一
段
低
し
。
故
に
本
丸
附
段
と
い
へ
り
。
薪

丸
は
此
の
附
段
の
下
な
る
曲
輪
也
。
此
の
地
に
あ
る
庫
倉
を
ば
、
附

段
の
御
土
磁
と
呼
ぺ
り
。

。
本
丸
舞
藍
跡

共
の
遺
跡
は
本
丸
鱗
門
の
門
前
に
て
、
附
段
の
地
也
。
有
津
武
貞
の

金
部
細
見
回
鰭
に
、
昔
天
徳
院
殿
在
殺
の
時
は
本
丸
に
居
給
ひ
、
共

頃
歌
舞
伎
を
御
覧
の
矯
め
伎
舞
廷
を
建
て
、
檎
よ
り
度
々
御
覧
あ
り

た
り
。
共
跡
を
ば
今
に
舞
護
跡
と
一
宮
ふ
。
と
見
ゆ
。
三
州
志
来
因
概
覧

附
鍬
に

-X
ふ
。
慶
長
十
九
年
・
二
十
年
の
頃
は
、
芳
春
・
玉
泉
・
天
徳

の
三
君
共
に
本
丸
に
居
給
ひ
‘
伎
義
の
者
共
を
按
中
へ
屡
e
召
し
見

物
し
給
ふ
帯
、
三
重
記
等
に
見
ゆ
。
按
宇
る
に
‘
本
丸
に
舞
事
社
あ

る
も
、
此
の
伎
義
の
矯
め
に
設
け
し
舞
慈
迩
な
ら
ん
。
共
の
頃
猿
幾

金
滞
古
蹟
志
巻
三

の
本
丸
に
て
有
り
し
事
は
欝
記
に
骨
て
見
賞
ら
宇
。
と
い
へ
り
。
三

登
記
に
云
ふ
。
陶
艇
長
十
九
年
五
月
廿
目
、
利
長
卿
越
中
高
岡
城
に
て

逝
去
被
v
成
、
北
の
方
も
御
櫛
島
ろ
さ
せ
ら
れ
、
五
来
院
殿
と
鋭
し
、

金
津
へ
御
越
し
、
御
披
西
の
丸
に
御
新
宅
遺
替
、
秋
の
中
頃
御
移
徒

あ
り
。
利
長
卿
御
母
堂
芳
容
院
等
も
、
江
戸
に
て
つ
く
ん
¥
思
召
し

け
る
に
、
利
長
室
敷
成
り
給
へ
ば
‘
我
等
江
戸
に
居
て
も
詮
友
し
。

利
光
の
母
上
の
是
に
居
ら
る
れ
ば
、
我
等
は
御
限
賜
は
れ
と
雪
上
被
v

成
け
る
に
、
品
ん
の
よ
し
上
意
に
て
、
公
儀
よ
り
僻
馬
・
人
足
等
仰
付
ら

れ
、
同
年
六
月
中
旬
高
岡
へ
渚
奥
あ
り
て
‘
御
盤
前
へ
香
花
を
乎
向

け
給
ひ
、
御
廻
向
被
v
遊
.
頓
て
金
津
へ
着
し
給
ひ
‘
御
本
丸
へ
入
ら

せ
給
ひ
、
二

J

丸
に
屋
形
を
新
治
せ
ら
れ
、
八
月
上
旬
に
御
移
徒
あ

り
。
御
本
丸
よ
り
御
慰
の
鏡
花
と
て
、
音
曲
緒
誕
の
検
校
・
ご
ぜ
友
ど

被
v
遁
‘
日
々
夜
々
の
御
馳
走
あ
り
。
土
肥
左
京
の
母
末
守
殿
等
御
次

迄
相
詰
‘
尾
張
以
来
の
物
語
共
申
上
げ
危
ぐ
さ
め
奉
る
。
御
本
丸
に

は
御
前
様
被
v
篤
v
入
候
へ
ば
、
御
披
中
賑
々
敷
事
可
v
申
様
も
無
v
之。

犀
川
・
洩
野
川
に
芝
居
を
立
て
、
昭
子
・
あ
や
つ
り
種
々
の
見
物
場
あ

り
。
折
々
御
披
へ
召
上
げ
ら
れ
、
吉
松
が
立
舞
、
盟
釜
が
女
歌
鋒
伎
、

ハヰ
Z
V

阿
摘
陀
の
む
ね
劉
.
ご
う
の
姫
た
ど
h
-
Z
ふ
滞
瑠
璃
十
二
段
、
此
の

九




